
田中咲絵

調査方法

調査結果

表1、2のとおり。

（２）気象・海象の定置観測

予算

運営費交付金

概要

海況の変動状況を把握し、漁海況の予測に役立てるために、毎日定時に水産技術センターの定置
観測点における気象・海象を観測している。観測装置・センサー等は年１回の定期点検を行い、
保守・較正して正確な観測に努めた。また、速報値をパソコン・携帯電話で閲覧出来るサービス
を提供した。

担当者

１．観測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926-1

大阪府環境農林水産総合研究所 水産技術センター

２．観測項目

気 象：気温、湿度、気圧、日射量、雨量、風向・風速

海 象：水温、塩分（水産技術センター地先から連続的に汲み上げた海水を測定。

取水口は水深5ｍの地点の海底上1.8ｍにある。）

３．観測頻度

気温、湿度、気圧、水温、塩分：毎正時

風向・風速 ：毎正時（10分間平均値）

雨量、日射量 ：毎正時（1時間積算値）

４．観測資料の整理方法

データロガーに毎時データが蓄積され、毎朝、前日の気象・海象観測結果の日報データ

が出力される。原データに欠測が含まれる場合は以下の基準に従って平均値等を欠測と

した。

日平均値：毎正時値が1/4以上欠測のとき

旬平均値：日平均値が旬の日数の1/5以上欠測のとき

月平均値：日平均値が月の日数の1/5以上欠測のとき

年平均値：月平均値が1つでも欠測のとき
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表１ 月別気象表
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